
せきさいこう

当り 65-500W 程度のもので ， 使用 1[，]数は ， 答: 111塗装乾燥用の

ようなものは 1 .700 1[聞にも迷するものがある(写真)。この装債

の特長は，品物の加熱が媒体を経ずして直接的であるので損失

が少なし電力熱源と しては最も効率の高いものである。また

電源操作に より ， 急速加熱 ・ 瓶度制節等が容易である。またあ

る程度赤外線が品物の内部にも浸透するので，内部にも発熱さ

せることができる。このほか開放された空気中で， その周閤視

皮より 数 卜皮も ltii温 となし うるので， 湿気 ・ ガス・鰹等の柑Þ/:H

に都合がよい。

この装tì1には普通コ γベヤが併設されていて， 流れ作業式に

大量の乾燥を行うことができるようにな っ ている。(山本線)

せきさいこうりつ 積載効率 貨車の荷量トン数に対して，

積載した貨物の ト γ数の比率。貨11ょの利用率をみるのに 2 つの

方法がある。その使用回数の主宰を示すものは:J:'îIll JiliIlJ効率であ

り. fWIi\t:l1l:の率を示すものが積載効率である。 骨貨車運用効率

は士'(111の輸送距離，速度， 停留時間，中継時間，休事1時間， ZE草

走行キロなどが総合して表わされるもので， 回転度合いをみる

ものであるのに対して， 高!t ll定効率は貨車の荷量 ト γ数(貨車に

絞載できる貨物のトン数の限度) とこれに蹴\1置された貨物の重

量の利用度を表わすものである。したがって政敏効率の大小は，

(1) 術霊ト γ数の大きい貨車が治力目すれば大きくなる。 (2) 絞

載される貨物の積載単位がl:\Y/大すれば大きくなるものである。

:J:'m!の荷重 ト ン数は昭和 15 年ころから ， 時代の主主諸に応じて大

形貨 111 を泊目11 したため次第に大きくなり . 11日和 1 9 年度には最

高に主主 し，戦後ふたたび降下して . IIß~司 123 年度以降はだし、たい

横ばいの状態にある。 一方貨物のE災被単位も i政H寺中の輸送需

主Eが非常に治加したi時代には，大量取引も多かった|並行系できわ

めて高かったが， その後は下降傾向をたどり ， とくに最近では

相当小さくな っ ている。日常業務においてはJ ~l)股:監のE容をみ

る場合に . fl(lliX:効率によらないでlJlI平均成紙 ト γ数による J場

合が多い。(樹木舛)

せきさいせいげん 積載制限 貨物を貨車に航\Ii\tする場合に

おける制限をいい，積付制限とも称する。現在はつぎのような

ものがある。

1 重量の般\1主制限

111扱貨物の重量は，これを負担する貨車の僚記 ト γ数による。

しかし火酬はその;とする。
2 '!(;.僚の積載制限

大物事以外の無がし 、貨車に貨物を駅\1宣する場合は， 貨物五II送

VH11 1鈎 7 条により国鉄が と くに承諾した場合を除いて， つぎの

とお りである。

(1) 貨物の柄および長さは，貨111の仰l板および妻板の内側に

添う直立聞とし， 似IJ縁のないものはその車体の聞から外方に突

出さぜてはならない。

(2) 貨物の125 さは貨車の標記~t1依高を超過してはならない。

しかし貨車の中部における高さを僚記獄放高より 0.3m をこえ

ない限度に超過させ，その超過高にひとしいだけ貨車の問。ilJ の

高さを低下した直線内にある よう に絞載することができる。

3 霊量貨物のf1tJ股制限

貨物は，その重量:の負担が貨車床板上に均衡になるように右足

紋しなければならない。またつきrに燭げる震設の貨物をポギー

貨車(大物I存在除く)の中央部に積載する場合は，貨車床板ヒに

おけるf.li1宣負担閣の長さが， 貨車の縦の方向において，下記の

と おり とする。

11閉または l 口の重量 荷量負担問の長さ

貨制限記 ト ン数の?をこえるもの。 5 m 以上

同 fをこえるもの。 7m 以上
積載高は貨物を&01配した場合， 床板に荷すり木または枕木の

ある :J:'îIIIにあっ てはその上聞から ， その他の貨車は床板上から

首ltl っ た高さである。

fì íj各号の ffllliX:制限をこえて絞放した場合は積載制限超過とい

い，この超過の割合によってそれぞれ奥った運賃の割増をする

ことにな っている。なお重量の&{lt~制限は， 制度的にも原貝11 と

してその超過積載を許容すると いうことはない。(盛森直樹)

せきさんかんど 積算寒度 1 日の平均気混が OOC 以下とな

った 日 から毎 日の平均気温を代数的に累加1 した数伎をいい， 寒

さを表わす基準となるもので， 札幌鉄道管理局凍上対策委員会

で凍上初l査のために定めた術語。

2患い地方で冬期土にふくまれている水が氷とな って， 土から

分離して霜柱となる現象が起り ， 一般には し しみあがり 1 とい

っ ているが， 国鉄では凍上と呼んでいる。1m上によって大地を

もちヒげる力は突験による と 17 気圧に相当し，これは 1m' 当

り 170 ~以上の力となるので， 丸ピ ノレくらいは容易にもち上げ

られ， とうてい一般の俄造物や列車荷量程度ではおさえること

ができない。

したが って . 12 月こ ろから容さが次~に激しくなり ， 毎 日の

平均気品目1が OO C 以 Fとなると依J-ï i尽皮は術大する。土もまた次

第にi柴く凍っていくから ， これと例行して凍上量もどんどん累

加される。しかし， 一方 2 月 ころともな っ て寒気もゆるみ， 13t

~:~.):J.立が減じてくると，凍結した土は融解し，平均気視が OOC

以上にな る と相当急激に融解する。そのため路錠が平衡を失い

列車が脱線することさえもある。

北海道では絞J'):寒皮が音威子!待のー 101 5 0 C . 名容のー 1013 0

C. 注目 IJのー 1245 0C に達する級感地方もある。本州では東北地

方の奥羽 ・ 北上岡山系を縫っている線路では，積算寒度が大き

く ， 区界の -511 o C . 予定谷新IlIJの -486 0 C が最大となっている。

はさみ木作業 (写真ー1 ・ 2)

匹n上が線路に与え

る被容はi去(のり)聞

の崩i唆 ， 線路側総の

崩落， 宮古 i裂の転倒等

極々あるが，その中

でも軌道におよほ'す

被害が最も大きい。

線路はlln絡によ っ て

路総が不斉に隆起す

るため，軌道に高低 1 はさみ木綿入状態

不陸を生じ ， この不陸を除去するために，凍上したところを基

準にして J (史上しな

いところまたは対fJlIJ

のレ ー ルと 4土木と の

聞にはさみ木 と いう

木片を入れて一時線

路をもち上げてl/

ーノレ聞を常に補正し

ておくのである 。

はさみ木には縦』主 主ぢ翠翠控室~アコ"
さみ木と l'Þ'iは さみ木 2. はさみ木抑入状1蔀

の 2 極あるが，縦はさみ木は隠さ 15 mm 以下， 検はさみ木は

15 mm 以 ヒに用いる。縦償いずれも各組厚さのものを準備 し

て ， m~上筒所の整正盆に応じて極々のl享さのものを組合わせて，

レ ー ノレ底部とまくら木間にさし入れ犬釘で締着するのであるが，
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